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１．平成29年３月期第２四半期の連結業績（平成28年４月１日～平成28年９月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 15,675 △2.4 526 － 276 － 382 － 

28年３月期第２四半期 16,062 △1.9 17 △58.7 △47 － △41 － 
 
（注）包括利益 29年３月期第２四半期 △60 百万円 （－％）   28年３月期第２四半期 △921 百万円 （－％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

29年３月期第２四半期 4.84 － 

28年３月期第２四半期 △0.53 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

29年３月期第２四半期 49,783 30,792 58.1 

28年３月期 51,133 31,056 56.6 
 
（参考）自己資本 29年３月期第２四半期 28,942 百万円   28年３月期 28,919 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

28年３月期 － 2.50 － 2.50 5.00 

29年３月期 － 2.50       

29年３月期（予想）     － 35.00 － 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

※当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株の割合で株式併合を実施いたしました。 
平成29年３月期（予想）期末の配当金につきましては、株式併合を考慮した金額を記載し、 
平成29年３月期（予想）の年間配当金合計は、「－」として記載しております。 
なお、株式併合を考慮しない場合の平成29年３月期（予想）期末の１株当たり期末配当金は、 
3円50銭（普通配当金 2円50銭 創立100周年記念配当金 1円00銭）となります。 

 
３．平成29年３月期の連結業績予想（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 34,000 0.5 1,000 20.8 900 42.2 800 △1.4 101.19 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    
※当社は、平成28年10月１日を効力発生日として、普通株式10株を１株の割合で株式併合を実施いたしました。 

従いまして、１株当たり当期純利益は、株式併合を考慮した金額を記載しております。 
なお、株式併合を考慮しない場合の１株当たり純利益は、10円12銭となります。 
  



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）、除外  －社  （社名） 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年３月期２Ｑ 84,137,261 株 28年３月期 84,137,261 株 

②  期末自己株式数 29年３月期２Ｑ 5,088,481 株 28年３月期 5,083,717 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 29年３月期２Ｑ 79,051,455 株 28年３月期２Ｑ 79,059,651 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、 
金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、 
その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 
また、実際の業績は、今後様々な要因によって、異なる結果となる可能性があります。 
なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」 
をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における各国経済の動向について見てみますと、 

まず、米国経済は、着実に雇用者数の増加が続き、個人消費は堅調に推移しました。 

しかし一方で、企業の景況感や鉱工業生産、小売りなどが低調に推移しております。 

欧州経済は、6月にイギリスの国民投票によるEU離脱という大きな政治的なイベントがありましたが、 

雇用の拡大や、個人消費の持ち直しにより、緩やかな景気の回復が続きました。 

中国経済は、鉄鋼や石炭業界における過剰設備の課題はあるものの、住宅価格の上昇やインフラ投資により、 

景気は横ばいで推移しました。 

その中、わが国経済は、雇用情勢は堅調に推移しましたが、 

長期金利の低下にも関わらず、為替市場の中で円のみが他通貨に対し、独歩高の状態が続いているため、 

企業収益が目減りするなど、景気は足踏み状態が続きました。 

 

このような情勢下、当第２四半期連結累計期間の売上高は、 

円高の影響や、イメージング材料の厳しい事業環境の継続等により、 

前年同期比3億86百万円減（2.4%減）の156億75百万円になりました。 

損益面では、売上高が減少したものの、原燃料が低価格で推移したことや、コストダウン等の寄与により、 

営業利益は、前年同期比5億8百万円増の5億26百万円となりました。 

また、経常利益は、前年同期比3億24百万円増の2億76百万円、 

親会社に帰属する四半期純利益は、前年同期比4億24百万円増の3億82百万円となりました。 

 

〔機能性色素セグメント〕 

イメージング材料事業は、プリンター向け材料の需要低迷と競争の激化で依然厳しい状況が続いており、 

減収となりました。 

色素材料事業は、デジタル家電向けアルミ着色用染料が好調に推移し、大幅な増収となりました。 

有機EL材料事業は、ディスプレー分野で着実に用途が広がり、今後、新規採用の動きもありますが、 

同時に競争も激化しており、減収となりました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、36億20百万円となり、前年同期比3億7百万円（7.8%）の減収、 

となりました。 

 

〔機能性樹脂セグメント〕 

樹脂材料事業は、タイヤ用途向け材料で需要が好調でしたが、 

弾性繊維向け材料での在庫調整があったことなどにより、減収となりました。 

建築材料事業では、ウレタン防水材料が競争激化により減少しましたが、 

防水工事での大型物件の獲得等により、前年同期並みとなりました。 

特殊化学品事業は、円高の影響を受けましたが、堅調に推移しました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、57億46百万円となり、前年同期比3億33百万円（5.5%）の減収、 

となりました。 

 

〔基礎化学品セグメント〕 

過酸化水素事業は、主力の紙パルプ向けが需要の減少と競争激化により減収となりましたが、 

工業薬品・動物薬向けで需要が増加し、増収となりました。 

過酸化水素誘導品事業は、家庭用洗剤向けが増加し、増収となりました。 

その他の事業は、仕入品の販売終了に伴い、減収となりました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、33億99百万円となり、前年同期比23百万円（0.7%）の増収、 

となりました。 
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〔アグロサイエンスセグメント〕 

家庭園芸向けの除草剤は、前年同期並みとなりましたが、ゴルフ場・農耕地向けの除草剤が、 

顧客の在庫調整により、減収となりました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、15億89百万円となり、前年同期比51百万円（3.1%）の減収、 

となりました。 

 

〔物流関連セグメント〕 

倉庫事業が堅調に推移したことに加え、輸出事業で新規案件を獲得したことなどにより、 

大幅な増収となりました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は、11億99百万円となり、前年同期比2億78百万円（30.3%）の増収、 

となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

当第２四半期連結会計期間末(９月末)における資産合計は、497億83百万円となり、

前連結会計年度末(３月末)比13億50百万円の減少となりました。

主な増減要因は、受取手形及び売掛金の減少22億19百万円、有形・無形固定資産の減少6億53百万円、

現金及び預金の増加13億4百万円等であります。

負債合計は、189億91百万円となり、前連結会計年度末比10億86百万円の減少となりました。

主な増減要因は、短期・長期借入金の減少8億99百万円、支払手形及び買掛金の減少3億32百万円等であります。

純資産合計は、307億92百万円となり、前連結会計年度末比2億63百万円の減少となりました。

主な増減要因は、為替換算調整勘定の減少2億87百万円、非支配株主持分の減少2億87百万円、

その他有価証券評価差額金の増加1億56百万円、利益剰余金の増加1億85百万円等であります。

以上の結果、自己資本比率は58.1％となり、前連結会計年度末の56.6％から1.5ポイント改善しました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

  平成28年５月11日に発表した平成29年３月期の業績予想に、変更はありません。

 

- 3 -

保土谷化学工業㈱（4112）　平成29年３月期　第２四半期決算短信



２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(税金費用の計算)

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、

税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

 

 

（３）追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を

第１四半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 7,007 8,312 

受取手形及び売掛金 11,635 9,416 

商品及び製品 3,074 2,845 

仕掛品 285 249 

原材料及び貯蔵品 1,075 1,314 

繰延税金資産 204 212 

その他 475 466 

貸倒引当金 △16 △20 

流動資産合計 23,742 22,795 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,965 6,534 

土地 11,239 11,229 

その他（純額） 2,741 2,576 

有形固定資産合計 20,946 20,340 

無形固定資産    

のれん 22 16 

その他 279 236 

無形固定資産合計 301 252 

投資その他の資産    

投資有価証券 5,497 5,740 

長期貸付金 25 12 

繰延税金資産 215 200 

退職給付に係る資産 89 118 

その他 556 533 

貸倒引当金 △239 △211 

投資その他の資産合計 6,143 6,394 

固定資産合計 27,390 26,987 

資産合計 51,133 49,783 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 4,386 4,054 

短期借入金 6,486 6,387 

未払法人税等 203 204 

引当金 406 410 

その他 1,003 1,055 

流動負債合計 12,487 12,111 

固定負債    

長期借入金 4,427 3,627 

繰延税金負債 1,339 1,434 

再評価に係る繰延税金負債 1,228 1,228 

引当金 98 95 

退職給付に係る負債 82 86 

資産除去債務 60 60 

その他 354 346 

固定負債合計 7,590 6,879 

負債合計 20,077 18,991 

純資産の部    

株主資本    

資本金 11,196 11,196 

資本剰余金 9,589 9,589 

利益剰余金 4,500 4,685 

自己株式 △1,700 △1,702 

株主資本合計 23,585 23,769 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,004 1,160 

土地再評価差額金 2,783 2,783 

為替換算調整勘定 1,146 859 

退職給付に係る調整累計額 399 370 

その他の包括利益累計額合計 5,333 5,173 

非支配株主持分 2,137 1,849 

純資産合計 31,056 30,792 

負債純資産合計 51,133 49,783 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 16,062 15,675 

売上原価 11,226 10,760 

売上総利益 4,835 4,915 

販売費及び一般管理費 4,817 4,388 

営業利益 17 526 

営業外収益    

受取利息 13 10 

受取配当金 59 63 

固定資産賃貸料 31 28 

助成金収入 2 － 

雑収入 45 23 

営業外収益合計 152 126 

営業外費用    

支払利息 66 53 

退職給付費用 20 － 

為替差損 49 248 

環境関連整備費 73 59 

雑損失 8 13 

営業外費用合計 217 375 

経常利益又は経常損失（△） △47 276 

特別利益    

固定資産売却益 13 80 

補助金収入 3 3 

特別利益合計 16 84 

特別損失    

固定資産除却損 4 3 

損害賠償金 20 － 

特別損失合計 25 3 

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
△56 357 

法人税等 159 148 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △215 208 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △173 △174 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） 
△41 382 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △215 208 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △215 156 

為替換算調整勘定 △490 △396 

退職給付に係る調整額 0 △29 

その他の包括利益合計 △705 △269 

四半期包括利益 △921 △60 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △596 222 

非支配株主に係る四半期包括利益 △324 △283 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は 

税金等調整前四半期純損失（△） 
△56 357 

減価償却費 928 772 

のれん償却額 273 3 

引当金の増減額（△は減少） △0 △3 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △34 △45 

受取利息及び受取配当金 △72 △74 

支払利息 66 53 

為替差損益（△は益） 52 146 

有形固定資産売却損益（△は益） △13 △80 

固定資産除却損 2 3 

売上債権の増減額（△は増加） 2,001 2,151 

たな卸資産の増減額（△は増加） △270 △30 

仕入債務の増減額（△は減少） △804 △243 

その他の資産・負債の増減額 28 65 

未払消費税等の増減額（△は減少） △94 △44 

その他 29 14 

小計 2,036 3,047 

利息及び配当金の受取額 74 62 

利息の支払額 △66 △55 

法人税等の支払額 △258 △227 

法人税等の還付額 66 0 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,852 2,827 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △946 △807 

定期預金の払戻による収入 404 808 

有形及び無形固定資産の取得による支出 △223 △197 

有形及び無形固定資産の売却による収入 42 85 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

貸付けによる支出 △16 △2 

貸付金の回収による収入 14 12 

差入保証金の差入による支出 △4 △63 

差入保証金の回収による収入 33 28 

その他 3 2 

投資活動によるキャッシュ・フロー △695 △134 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

長期借入金の返済による支出 △666 △899 

配当金の支払額 △196 △196 

非支配株主への配当金の支払額 △2 △3 

自己株式の売却による収入 0 － 

自己株式の取得による支出 △1 △1 

リース債務の返済による支出 △17 △16 

財務活動によるキャッシュ・フロー △883 △1,116 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △118 △214 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 155 1,362 

現金及び現金同等物の期首残高 6,654 6,175 

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,810 7,537 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  (単位：百万円) 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額 

 
機能性 
色素 

機能性 
樹脂 

基礎 
化学品 

アグロ 
サイエンス 

物流関連 計 

売上高                    

(1)外部顧客に 

対する売上高 
3,928 6,079 3,376 1,640 920 15,946 116 16,062 － 16,062 

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

74 67 121 － 665 929 30 959 △959 － 

計 4,002 6,147 3,498 1,640 1,586 16,875 146 17,021 △959 16,062 

セグメント利益 

又は損失(△) 
△764 339 279 △25 193 22 △4 17 △0 17 

（注1）各セグメントの主な製品

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、各種染料等

(2)機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

   ウレタン系及びセメント系各種建築・土木用材料、防水・止水工事

   ホスゲン誘導品（医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体）

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

(4)アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

(5)物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業

（注2）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

（注3）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

（注4）セグメント利益の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  (単位：百万円) 

  報告セグメント 

その他 合計 調整額 
四半期連結
損益計算書
計上額 

 
機能性 
色素 

機能性 
樹脂 

基礎 
化学品 

アグロ 
サイエンス 

物流関連 計 

売上高                    

(1)外部顧客に 

対する売上高 
3,620 5,746 3,399 1,589 1,199 15,556 118 15,675 － 15,675 

(2)セグメント間

の内部売上高

又は振替高 

78 75 84 － 663 902 26 929 △929 － 

計 3,699 5,822 3,484 1,589 1,863 16,459 145 16,604 △929 15,675 

セグメント利益 

又は損失(△) 
△472 369 402 △96 344 547 △20 527 △0 526 

（注1）各セグメントの主な製品

(1)機能性色素・・・・・トナー用電荷制御剤、有機光導電体材料、有機EL材料、各種染料等

(2)機能性樹脂・・・・・ウレタン原料、接着剤、剥離剤、

   ウレタン系及びセメント系各種建築・土木用材料、防水・止水工事

   ホスゲン誘導品（医薬・樹脂材料・電子材料用の各種中間体）

(3)基礎化学品・・・・・過酸化水素及び誘導品、その他工業用基礎原料

(4)アグロサイエンス・・除草剤、殺虫剤、酸素供給剤

(5)物流関連・・・・・・倉庫業、貨物運送取扱業

（注2）「その他」は、報告セグメントに含まれない区分であり、研究受託業務等であります。

（注3）セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

（注4）セグメント利益の調整額△0百万円は、セグメント間取引消去であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

前連結会計年度末より、物流関連セグメントを新たに追加しております。

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間の報告セグメントの

区分に基づき作成したものを開示しております。

 

 

（重要な後発事象）

  該当事項はありません。
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